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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第28期

第２四半期連結
累計期間

第29期
第２四半期連結

累計期間
第28期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 80,719 77,701 163,155

経常利益又は損失（△） （百万円） 1,882 △1,744 2,133

四半期純利益又は四半期（当

期）純損失（△）
（百万円） 550 △4,114 △4,912

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 806 △4,161 △4,505

純資産額 （百万円） 32,341 18,276 22,768

総資産額 （百万円） 124,812 129,465 127,910

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期（当期）純

損失金額

（円） 13.73 △110.19 △123.81

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 13.72 - -

自己資本比率 （％） 25.6 13.8 17.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,931 319 8,920

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △4,282 △7,066 △8,051

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △880 4,552 226

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 7,004 7,168 9,395

 

回次
第28期

第２四半期連結
会計期間

第29期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純損失金額　(△) (円) △1.68 △83.52

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　     ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　     ３．第28期及び第29期第２四半期連結累計期間の、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額であるため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。
 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融政策により緩やかに回復の兆しが

見られたものの、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響等により厳しい状況が続きました。当社グ

ループを取り巻く環境も依然として厳しい状態が続いております。

　このような環境下、「地球上で一番たくさんのありがとうを集めるグループになろう」というグループスローガ

ンのもと、各事業分野においてお客様のありがとうを集める活動を展開してまいりました。
 
セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。
 
①国内外食事業

国内外食事業におきましては７店舗を新規出店いたしました。一方では52店舗の撤退を行い、当第２四半期連

結会計期間末における店舗数は600店舗となりました。しかしながら厳しい事業環境が続き、既存店売上高前年比

は92.7％、既存店客数前年比は92.7％、既存店客単価前年比は100.2％となっております。

その結果、国内外食事業における売上高は31,307百万円（前年同期比90.6％）、セグメント損失は2,354百万円

（前年同期は241百万円の損失）となりました。
 

②介護事業

介護事業におきましては３棟の新規施設を開設し、6,300名を超えるお客様にご入居いただいております。当第

２四半期連結会計期間末における施設数は105棟となっております。しかしながら、新規入居者様数が想定を下

回って推移していること等により、既存施設の入居率は、当第２四半期連結会計期間末で82.7％となっておりま

す。

介護事業における売上高は17,769百万円（前年同期比100.7％）、セグメント利益は1,551百万円(前年同期比

71.3％)となっております。
 

③宅食事業

　宅食事業におきましては、12ヶ所の新規営業拠点を開設し、当第２四半期連結会計期間末の営業拠点数は541ヶ

所となっております。しかしながら、新規のお客様獲得が伸び悩み、９月の最終週における調理済み商品の平日１

日あたりお届け数は264千食（前年同月最終週は286千食）となっております。

　宅食事業における売上高は20,175百万円（前年同期比93.9％）、セグメント利益は1,017百万円（前年同期比

57.7％）となっております。
 
④海外外食事業

　海外外食事業におきましては、９店舗の新規出店を実施し、一方では２店舗の撤退を行い、当第２四半期連結会

計期間末の店舗数104店舗となっております。海外外食事業における売上高7,231百万円（前年同期比113.4％）、

セグメント損失は95百万円（前年同期は98百万円の利益）となりました。

 
⑤その他事業（農業、環境事業等）

　その他の事業におきましては、農業の外部販売の拡大、環境事業の再生エネルギー部門の拡大により、売上高は

1,218百万円（前年同期比184.9％)、セグメント損失は43百万円（前年同期は28百万円の損失)となっております。
 

当第２四半期連結累計期間における企業集団の成果は、上記のような施策の結果、売上高77,701百万円（前年

同期比96.2％)、営業損失1,039百万円（前年同期は2,477百万円の利益)、経常損失1,744百万円（前年同期は1,882

百万円の利益)、四半期純損失4,114百万円（前年同期は550百万円の利益）となりました。
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（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）比1,554百万円増加し

て129,465百万円となりました。流動資産は、前期末比2,757百万円減少の16,939百万円、固定資産は、前期末比

4,311百万円増加の112,525百万円となりました。固定資産のうち有形固定資産は、介護施設の新設、外食店舗設備

の購入等に伴うリース資産の計上等により前期末比3,920百万円増加の76,347百万円となりました。無形固定資産

は、のれんの償却やソフトウェアの計上等により前期末比477百万円増加の8,353百万円となりました。投資その他

の資産は、介護施設の新規開設に伴う差入保証金の増加や外食店舗の撤退に伴う差入保証金の減少等により前期末

比86百万円減少の27,824百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の負債の合計は、前期末比6,046百万円増加の111,188百万円となりました。流動負

債は、短期借入金の増加等により前期末比7,440百万円増加の38,917百万円、固定負債は、長期借入金の減少等に

より前期末比1,393百万円減少の72,270百万円となっています。このうち有利子負債（短期借入金、長期借入金及

びリース債務の合計額）は、前期末比8,168百万円増加の79,110百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産の部は、利益剰余金の減少等により前期末比4,491百万円減少し、18,276

百万円となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計期間末に比

べ、2,226百万円減少し、7,168百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は319百万円（前年同期比3,612百万円減）となりました。主な内訳は税金等調整前

四半期純損失が2,961百万円、減価償却費が4,430百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は7,066百万円（前年同期比2,784百万円増）となりました。主な内訳は有形固定資

産の取得による支出が5,560百万円、差入保証金の差入による支出が579百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は4,552百万円（前年同期は880百万円の減少）となりました。主な内訳は短期借入

れによる収入が9,968百万円、長期借入金の返済による支出が3,068百万円、ファイナンスリース債務の返済による

支出が2,129百万円であります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

第１種優先株式 50,000,000

計（注） 100,000,000

（注）当社の発行可能種類株式総数は、それぞれ普通株式100,000,000株、第１種優先株式50,000,000株であり、合計で

は150,000,000株となりますが、発行可能株式総数は、100,000,000株とする旨定款に規定しております。

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,686,780 41,686,780
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 41,686,780 41,686,780 － －

（注）「提出日現在発行数」には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金
残高（百万円）

平成26年７月１

日～

平成26年９月30日

－ 41,686,780 － 4,410 － 5,002
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

有限会社アレーテー
神奈川県横浜市南区井土

ケ谷下町6-9
10,462 25.09

ワタミ株式会社 東京都大田区羽田1-1-3 4,340 10.41

サントリービア＆スピリッ

ツ株式会社
東京都港区台場2-3-3 3,341 8.01

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋1-23-1 1,780 4.26

ワタミ従業員持株会 東京都大田区羽田1-1-3 999 2.39

株式会社横浜銀行
神奈川県横浜市西区みな

とみらい3-1-1
645 1.54

損害保険ジャパン日本興亜

株式会社
東京都新宿区西新宿1-26-1 609 1.46

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内2-1-1 384 0.92

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町1-5-5 379 0.91

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 359 0.86

計 　　　　　　－ 23,301 55.89

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）　（注）１ 普通株式  4,340,800 － －

 完全議決権株式（その他）　（注）２ 普通株式 37,187,400 371,874 －

 単元未満株式　　（注）３ 普通株式    158,580 －
１単元（100株）未満

の株式

 発行済株式数 41,686,780 － －

 総株主の議決権 － 371,874 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「議決権の数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式800株（議決権の数８個）が含まれております。

３．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が35株、当社保有の自己株式が55株含ま

れ　　ております。

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ワタミ株式会社
東京都大田区羽田

一丁目１番３号
4,340,800 － 4,340,800 10.41

計 － 4,340,800 － 4,340,800 10.41
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,395 7,168

売掛金 4,237 4,436

商品及び製品 430 401

仕掛品 267 279

原材料及び貯蔵品 539 536

その他 4,836 4,128

貸倒引当金 △10 △11

流動資産合計 19,696 16,939

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 19,441 18,786

リース資産 48,939 49,824

その他 4,046 7,736

有形固定資産合計 72,427 76,347

無形固定資産   

のれん 6,546 6,233

その他 1,329 2,119

無形固定資産合計 7,875 8,353

投資その他の資産   

差入保証金 23,346 22,642

その他 4,768 5,385

貸倒引当金 △203 △203

投資その他の資産合計 27,911 27,824

固定資産合計 108,214 112,525

資産合計 127,910 129,465
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,100 3,643

短期借入金 6,143 15,070

リース債務 3,972 4,168

未払法人税等 912 567

賞与引当金 1,143 938

販売促進引当金 124 106

短期契約解除引当金 29 26

その他 15,051 14,397

流動負債合計 31,477 38,917

固定負債   

長期借入金 13,261 11,303

リース債務 47,563 48,568

長期預り入居金 8,177 7,593

資産除去債務 2,485 2,616

その他 2,176 2,188

固定負債合計 73,664 72,270

負債合計 105,141 111,188

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,410 4,410

資本剰余金 5,002 5,002

利益剰余金 19,629 15,115

自己株式 △6,972 △6,910

株主資本合計 22,069 17,618

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5 7

為替換算調整勘定 314 256

その他の包括利益累計額合計 320 263

新株予約権 378 385

少数株主持分 0 9

純資産合計 22,768 18,276

負債純資産合計 127,910 129,465
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 80,719 77,701

売上原価 37,924 38,461

売上総利益 42,794 39,240

販売費及び一般管理費 ※１ 40,317 ※１ 40,279

営業利益又は営業損失（△） 2,477 △1,039

営業外収益   

受取利息 69 79

設備賃貸収入 243 232

助成金収入 33 14

雑収入 459 461

営業外収益合計 806 788

営業外費用   

支払利息 1,026 1,129

設備賃貸費用 247 217

持分法による投資損失 41 31

雑損失 85 115

営業外費用合計 1,401 1,494

経常利益又は経常損失（△） 1,882 △1,744

特別損失   

固定資産除却損 206 166

リース契約解約損 3 23

賃貸借契約解約損 － 126

減損損失 368 900

特別損失合計 578 1,216

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
1,304 △2,961

法人税、住民税及び事業税 1,222 551

法人税等調整額 △468 591

法人税等合計 754 1,143

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
550 △4,104

少数株主利益 － 10

四半期純利益又は四半期純損失（△） 550 △4,114
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
550 △4,104

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1 1

為替換算調整勘定 254 △49

持分法適用会社に対する持分相当額 － △9

その他の包括利益合計 256 △57

四半期包括利益 806 △4,161

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 806 △4,171

少数株主に係る四半期包括利益 － 9
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
1,304 △2,961

減価償却費 4,353 4,430

減損損失 368 900

のれん償却額 315 312

賞与引当金の増減額（△は減少） △175 △204

販売促進引当金の増減額（△は減少） △3 △17

受取利息及び受取配当金 △70 △80

支払利息 1,026 1,129

固定資産除却損 206 166

リース契約解約損 3 23

賃貸借契約解約損 － 126

差入保証金償却額 249 265

預り金の増減額（△は減少） △39 △608

売上債権の増減額（△は増加） △28 △204

たな卸資産の増減額（△は増加） △49 43

未収入金の増減額（△は増加） △35 △123

仕入債務の増減額（△は減少） △1,074 △443

未払金の増減額（△は減少） △572 △408

未払費用の増減額（△は減少） △156 △182

未払消費税の増減額（△は減少） 255 734

入居保証金の増減額（△は減少） △470 △687

その他 △73 △502

小計 5,330 1,709

利息及び配当金の受取額 9 5

利息の支払額 △1,024 △1,126

法人税等の支払額 △1,570 △1,004

法人税等の還付額 1,187 735

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,931 319

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,543 △5,560

無形固定資産の取得による支出 △317 △581

差入保証金の差入による支出 △891 △579

差入保証金の回収による収入 169 439

貸付けによる支出 △6 △25

貸付金の回収による収入 4 4

預託金の差入による支出 △316 △582

預託金の払戻による収入 377 －

その他 241 △180

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,282 △7,066
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 4,043 9,968

短期借入金の返済による支出 △5,800 －

長期借入れによる収入 6,346 119

長期借入金の返済による支出 △2,527 △3,068

社債の償還による支出 △200 －

自己株式の取得による支出 △199 △0

自己株式の処分による収入 46 36

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,989 △2,129

配当金の支払額 △600 △373

財務活動によるキャッシュ・フロー △880 4,552

現金及び現金同等物に係る換算差額 137 △32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,093 △2,226

現金及び現金同等物の期首残高 9,004 9,395

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の増減額（△は減少）
△906 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 7,004 ※１ 7,168
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間において、株式会社北海道ソーラーマネジメントに出資し、連結子会社に該当する

こととなったため、連結の範囲に含めております。

 

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間において、DELIS WATAMI Cambodia CO.,LTDに出資し、関連会社に該当することと

なったため、持分法適用の範囲に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　記載すべき事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費の主要な項目とその金額は以下のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

販売手数料 4,493百万円 4,459百万円

広告宣伝費 2,151 1,734

給与手当 14,140 13,645

賞与引当金繰入額 1,143 557

消耗品費 794 802

賃借料 6,871 6,920

減価償却費 2,110 2,023

水道光熱費 2,301 2,291

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 7,004百万円 7,168百万円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 ─ ─

現金及び現金同等物 7,004 7,168
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月８日

定時株主総会
普通株式 600 15  平成25年３月31日  平成25年６月10日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月７日

取締役会
普通株式 199 5  平成25年９月30日  平成25年11月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月29日

定時株主総会
普通株式 373 10  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　間末後となるもの

 

　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
国内

外食
介護 宅食

海外

外食
計

売上高          

外部顧客への売上高 34,553 17,635 21,497 6,374 80,061 658 80,719 － 80,719

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,058 － － － 1,058 866 1,925 △1,925 －

計 35,612 17,635 21,497 6,374 81,119 1,525 82,645 △1,925 80,719

セグメント利益又は

損失（△）
△241 2,174 1,764 98 3,795 △28 3,766 △1,289 2,477

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農業、環境事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,795

「その他」の区分の利益 △28

のれんの償却額 △315

全社費用（注） △939

その他の調整額 △35

四半期連結損益計算書の営業利益 2,477

(注)　全社費用は、主にグループ全体の管理業務に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「国内外食事業」セグメントにおいて、撤退予定等の店舗資産に係る減損損失を計上しております。な

お、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては368百万円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　記載すべき事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　記載すべき事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
国内

外食
介護 宅食

海外

外食
計

売上高          

外部顧客への売上高 31,307 17,769 20,175 7,231 76,483 1,218 77,701 － 77,701

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,146 － 1 － 1,147 903 2,051 △2,051 －

計 32,453 17,769 20,177 7,231 77,631 2,122 79,753 △2,051 77,701

セグメント利益又は

損失（△）
△2,354 1,551 1,017 △95 119 △43 75 △1,114 △1,039

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農業、環境事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 119

「その他」の区分の利益 △43

のれんの償却額 △312

全社費用（注） △810

その他の調整額 8

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △1,039

(注)　全社費用は、主にグループ全体の管理業務に係る費用であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、「その他」に含めておりました「海外外食事業」について、量的重要性

が増してきたことを踏まえ、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「国内外食事業」セグメントにおいて、撤退予定等の店舗資産に係る減損損失を計上しております。な

お、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては900百万円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　記載すべき事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　記載すべき事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

ワタミ株式会社(E03275)

四半期報告書

18/21



（金融商品関係）

　記載すべき事項はありません。

 

（有価証券関係）

　記載すべき事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　記載すべき事項はありません。

 

（企業結合等関係）

 記載すべき事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
13円73銭 △110円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
550 △4,114

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
550 △4,114

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,042 37,337

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13円72銭 －円－銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 43 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────── ───────

※当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株

当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月６日

ワタミ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂東　正裕　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワタミ株式会社

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワタミ株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　①上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

②ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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